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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜外来より情報提供＞

· 川口　律子様　～「元気です」とだけ話し、早々に退室される。

· 横町　浩様　　～「目がきらきらする」と話される。体重が減ったこと、床屋に行ってきたこと話
　　　　　　　　されている。

· 関　秀治様　　～左口角に荒れ見られ、様子観察としている。今月で青山荘のリーダー退任となる
　　　　　　　　とのことで「楽になります」と話されている。22日気分が悪かったとのこと。
　　　　　　　　気分の悪さは時々あると話されている。

· 田名部　一樹様～夜間21時～22時頃に眠くなることを相談されている。夜間に活動したい旨を話
　されているが、主治医より日中に活動するように説明している。

· 田沢　勝敏様　～本日から青山荘自治会の会計役を行うこと話されている。

· 関口　禅様　　～八戸赤十字病院での胃の検査について、日を改めて行うことになったと話されて
　いる。

＜利用者様情報＞

・佐藤　朗子様　～1月31日　寿楽荘にて職親制度利用に際する職場訓練の可否について、施設長と
の面談実施予定。最近、風邪による欠席多く見られているが、疲労も関係することが考えられる為、本人様の状態や訴えに留意していく。

· 下妻　康貴様　～昨日、面談実施。中居美津子様との関係について話されている。
　　　　　　　　1月19日、中居様と面談。本人様が中居様からの毎日の電話や外出の誘いがあ
　　　　　　　　り困っていることについて話している。本人様より、その後電話や誘いが減った
　　　　　　　　とのことで、「助かった」と話されている。
　　　　　　　　ナイトケア内での双方の交流の度合いに変化が見られていない事、今後再び同じ
　　　　　　　　状況となることが想定されることを踏まえ、今後も継続して定期的な面談を継続
　　　　　　　　実施していくこととする。

· 高橋　百壽様　～デイケア欠席・早退時に、ご自宅に電話しても応じられない事多く、電話連絡の
　　　　　　　　状況について確認している。本人様より自宅電話がナンバーディスプレイとなっ
　　　　　　　　ており、知らない電話には出ないようにしているとの話聞かれている。デイケア
　　　　　　　　の電話番号を本人へ伝えているが、デイケアに電話する際はデイケア電話には直
　　　　　　　　接電話できないことについて説明している。
　　　　　　　　「しんどい」の訴え多く、昼食後横臥されていること多く見られる。バイタルサ
　　　　　　　　インには異常見られないため、昼夜逆転とならないよう、日中は起きているよう
　　　　　　　　に声掛けしていく。

· 横山　耕生様　～本日午前、病棟スタッフと見学来所されている。他メンバーから話し掛けられ、
　　プログラム中ずっと雑談をして過ごされる。また、青山荘利用者様より青山荘入
　　所することから、歓迎会についての話合いがなされている。本人様より、「楽し
　　かった。午後もデイケアに来ていいですか」との話聞かれるが、病棟日課あるた
　　め後日来所することを伝えている。スタッフへの関わり少ない。

· 鈴木　茂子様　～昨日、37.5度の発熱あるとの事で欠席されている。本日、水道凍結したとの事
　　で欠席されている。姉様より今後は定期的に通所することを本人様と約束し、欠
　　席・早退等による不定期通所見られるようであればすぐに連絡欲しいとの話あり、
　　姉様に連絡している。姉様より本人様に電話にて状況確認してみるとの返答あり。

· 中川原　義雄様～デイケア利用開始に際し、ご家族・本人様との面談実施したい旨本人様に説明し
　　ている。本人様より妻が日中仕事をしている事、妻子との関係性が良くない事か
　　ら、妻子には一切関わりをもたせたくないとの意向聞かれる。本人様が「一家の
　　大蔵省」と話す母様が面談に同行することとなる。
　　また本日32条の追加交付について、PSWより説明行っている。しかし、説明内
　　容の確認を行うが的外れな返答多いため、ご家族への説明も並行して行うことと
　　している。

